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公益事業部の活動について
公益事業部長　　　　　　

　柳　　　保　

　「理学療法士会さんは公益法人なんですね。」　多くのイベントでPTおよび県

士会のPR活動を行っていると、他の団体の方からこのような声をかけていただ

くことがあります。同じ法人格でも公益と一般では見られ方が違うということで

す。公益法人は税制上など様々なメリットを受けますが会計上の監査も厳しいた

め、一般的に社会的な信用も高く得られる団体です。ただし、その支出の半分以上が公益事業の実施に費や

されなければなりません。県士会で実施する会員向けの研修会の多くは団体の内部研修ですので、それ以外

の事業ということになります。あらためてですが県士会の定款では第２章の「目的及び事業」に「（目的）

第３条　この法人は、理学療法の学術及び技能の向上を図るとともに、県民への理学療法の啓発・普及を促し、

もって県民の保健・医療・福祉の発展・充実に寄与することを目的とする。」とあり、続いて「（事業）第４

条　この法人は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。　（１）理学療法を通じた保健・医療・福

祉の増進に資する事業　（２）理学療法に関する県民への啓発・普及事業　（３）理学療法に関する刊行物

の発行及び調査研究事業　（４）その他この法人の目的を達成するために必要な事業」とあります。これこ

そがこの法人の存在意義及び社会的使命であり、そしてこの達成がPTの社会的な地位の向上に繋がります。

みなさんは勤務する病院・施設・事業所で日々目の前の患者さん・利用者さんに対し理学療法という手段を

用いてその方々の健康に寄与することで会社に、ひいては社会に貢献していますが、同様に一人の理学療法

士として他にも社会に貢献する術を持っているということです。折しも地域包括ケアシステムの構築の最中

であるこの時期、その中でのPTの価値は大きくも小さくもなり得ます。まずはPTが社会の役に立っている

ということをもっと一般の方々に知っていただくことです。公益事業部ではその一つとしてPTの名前と可

能性を県民の皆さんに知っていただくため今後も活動を続けていきます。引き続き会員の皆様のご理解とご

協力をお願いいたします。
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社会福祉法人苗場福祉会　アーバンリビング鳥屋野
　私たち、苗場福祉会は『自らが受けたいと思う医療と福祉の創造』の理念を基に新潟県新潟市から津南町、

関東圏に施設を持った法人です。その中でも当施設は平成21年に開設となり、鳥屋野球場、交通公園などの、

近隣の方々の憩いの場として親しまれている住宅街にあります。

　介護保険サービスとして通所介護、短期入所、有料老人ホーム、訪問介護、居宅介護支援事業所を構えて

おり、地域の皆様に寄り添ったサービスを展開しています。

　その中でも、デイサービスでは機能訓練指導員５名（理学療法士）を配置しており、『機能訓練特化型』

として機能訓練に力を入れています。退院後のケアから慢性化した機能に対しての運動療法はもちろんです

が、『在宅での生活動作』を中心にご自宅の環境評価・改修の助言、福祉用具の選定、生活上での動作指導

等、『活動』・『参加』へのアプローチを中心に実施しております。

　また、平成28年より新潟市から介護予防・生活支援サービス（幸齢ますます元気教室）を受託し、自立し

た生活の維持・実現、要介護状態に陥ることを予防するために、２地域での運動器、口腔機能、栄養改善の

３つのプログラムを実施しています。さらに当施設がある小張木地域での健康体操教室も開催しており、積

極的に地域貢献活動にも力を入れています。

　これからも、新潟市や地域住民から愛される施設となるようスタッフ一同貢献して参ります。

職場紹介１

看護リハビリ新潟保健医療専門学校

各種車椅子・座位保持装置・ベッド・コミュニケーションエイド
福祉機器・介護用品・介護保険レンタル・住宅改修

㈱ Ｇ・Ｔ・Ｂ (オーエックス新越）

〒956-0017 新潟県新潟市秋葉区あおば通2-28-27
TEL 0250-25-2626  FAX 0250-25-7710

http://www.gtb-niigata.jp
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職場紹介２

学校法人北都健勝学園
新潟リハビリテーション大学

　本学は、平成７年（1995年）に新潟リハビリテーション専門学校として村上市に開校し、その平成19年

（2007年）に新潟リハビリテーション大学院大学が開学、平成22年（2010年）に新潟リハビリテーション大

学医療学部が開学しました。現在、医療学部には理学療法学専攻・作業療法学専攻・リハビリテーション心

理学専攻の３専攻と、大学院には運動機能科学コースや言語聴覚障害コースなど５コースがあり、大学院は

東京サテライトキャンパスでも履修することが可能です。（社会人のみ）

　本学の建学の精神は「人の心の杖であれ」をもとに、リハビリテーション専門職に必要とされる医療の知

識・技術の教育と、心からケアできる医療人の育成を目指し、日々教職員一同となって奮闘しています。理

学療法学専攻の教員は、理学療法士11名で構成されています。

　地域に密着し、それぞれの地域に求められる理学療法士が必要であることをふまえ、村上市や近隣の関川

村・粟島浦村と地域包括連携協定を締結しました。具体的には、村上大祭等の地域イベントへの参加を通し

ての交流や、トライアスロン大会等のボランティア、転倒予防や認知症予防等を目的とした健康普及のため

の取り組み・研究を進めています。

　村上市は新潟県の最北に位置する土地でもあり、海・山などの自然に恵まれたとてもよい地域です。新潟

県在住の方でもお越しいただく機会の少ない地域ではありますが、大自然の中で学生ともに県北の活性化に

少しでも貢献できるよう、今後も教育・研究に精進していきたいと思います。

　ぜひ、村上市にお越しの際は気軽にお立ち寄りください。
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リレーエッセイ １

　　「初めてのライブ」
魚沼基幹病院　リハビリテーション技術科　大　津　友　樹　

　昨年５年ほど応援しているアーティストのライブに初参加してきました。場所は日本武道館、

１万７千人という人の多さに圧倒されました。このアーティストを知ったのは５年前に放送されていた

アニメがきっかけで、初めて歌声を聞いたとき衝撃を受けました。それ以来応援してきましたが、なか

なかライブに行く機会がありませんでした。今回は「当たりはしないだろう」とあきらめ半分で申し

込んだ抽選で、当選したため初参加と相

成りました。８月の猛暑の中の開催に加

え、多くのファンの熱気で会場はとても

暑かったです。炎天下の中汗をかきなが

ら並んだ物販、新曲や大好きな曲をたく

さんのファンと武道館という会場で共有

できた思い出深いライブとなりました。

　次回は厚生連糸魚川総合病院の小山良

介さんです。

リレーエッセイ ２

　　「スポーツの魅力」
長岡西病院　堀　江　みやび　

　今年は平昌オリンピックが開催され、様々な競技を観戦する機会がありました。数多くのスポーツが

ある中で、興味を持って楽しむことのできるスポーツに出会えることはとても素敵なことだと感じます。

　私は小学生の頃から硬式テニスをしています。社会人になっても、たまに集まる仲間と気軽に楽しむ

ことができ、いい息抜きの時間です。また、毎年秋には長岡市が開催する「ハンディキャップテニス」

に参加しています。テレビなどで車椅子テニスを観戦する方もいるでしょうか？長岡市での参加者は

片麻痺の方や車椅子の方、義足の方や耳の遠い方など様々で、小学生～大人まで幅広いです。数回の

開催の中で上達する参加者の方から刺激をもらい、１つの

スポーツを通して楽しさを共有できることに改めてスポー

ツの良さを感じます。これからも機会があれば、様々なス

ポーツを体験してみたいと思います。

　次は介護老人保健施設おぎの里の計良麻穂美さんです。

よろしくお願いします。
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 学術誌部　立石　学

　第26回新潟県理学療法士学会では、会員の皆様より口述発表42演題を発表してい

ただきました。スライドの作成、発表練習と本当にお疲れ様でした。どの発表も素晴

らしく優秀演題の選考は大変苦慮しました。その中から、座長からの御意見、スライ

ドの見易さ、発展性を考え、大会長および準備委員が、大会長賞と奨励賞を各1名選

出いたしました。 

【大会長賞】「新潟県における野球肘検診の報告　―10年の活動と今後の展望―」
 新潟リハビリテーション病院　遠藤　一樹 氏

【奨 励 賞】「変形性膝関節症モデルラットに対する早期水中運動介入の効果」
 新潟医療福祉大学　髙橋　英明 氏

 今後とも両賞が、学会の活性化と会員みなさんのモ

チベーションアップにつながることを願っております。

第27回新潟県理学療法士学会にて賞状と記念品を贈呈

いたします。

第26回新潟県理学療法士学会優秀演題決定！
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平成29年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第５回理事会議事録
日　時：平成30年３月４日（日）　10：00〜14：58
場　所：公益社団法人　新潟県理学療法士会事務局
出席者：�佐藤成登志、中山裕子、深川新市、五十嵐

進、風間美子、堀川武範、小林諭、上路拓
美、大野智也、棚橋泉、高鳥真、田中健、
松林義人、立石学、飯田晋、柳保、大島
治、高井良明

欠席者：郷貴大　　相談役　小林量作
アドバイザー：ブロック長　山本典子、諏訪和彦
議題・報告事項

　１．平成29年度各部1,２月期事業報告について
　２．平成30年度各部事業計画案・予算案について
１�．平成29年度各部1,２月期事業報告に承認を求め

る件について
　①�生涯学習部より１月２月の研修会と２月11.12

日の中越ブロック主催の研修会の報告があっ
た。

　②�スポーツ支援部よりスポーツ理学療法運営担当
者、スポーツ理学療法推進協力者において応募
が６名、障がい者については応募がなかったと
の報告があった。

　③�地域包括ケア推進部より１月29日、２月20日、
３月５日（予定）に新発田市において個別ケア
会議の助言者候補への勉強会を実施されたこと
が報告された。

　④�地域包括ケア推進部より地域包括ケアマニュア
ルの校正を業者に依頼しているとの報告があっ
た。

　⑤�就業支援部より休会者アンケートを行い139名
中回答が68名であったとの報告があった。

　⑥�保険部より診療報酬について３月にホームペー
ジにアップする予定との報告があった。

　⑦�渉外部より３月21日25日３会場で連盟主催の診
療報酬説明会開催予定との報告があった。

　⑧�日本理学療法連盟会長が半田協会長となったと
報告があった。

２�．平成30年度各部事業計画案・予算案に承認を求
める件について

　①�ブロック事業について佐渡の会員からアンケー
ト調査など行う必要がある。� （理事会承認）

　②�管理者ネットワークの代表者には士会長推薦で
管理者研修初級を取得してもらう。

� （理事会承認）
　③�事業が多くなってきているため資金不足となっ

ている。公益社団法人の３基準は守りながら広
告費や宣伝費などでちょちくを増やす必要があ
る。� （理事会承認）

　④�県士会50周年事業、関ブロ学会などがあるた
め、予算を確保していく必要がある。

� （理事は承認）
　⑤�ロゴのついた県士会の旗の作成について広報部

で見積もりを取る。� （理事会承認）
　⑥�スポーツ理学療法運営担当者（１名）に飯田理

事を理事会が推薦する。� （理事会承認）
　⑦�スポーツ活動支援部の８月11日の研修会は障が

い者スポーツ協会と共催となるが、対象者を会
員のみとするか一般の方も参加可能とするか検
討する。� （理事会承認）

　⑧�ブロックの事前会議の費用は事業に関すること
はブロックから、物品購入に関しては部局の予
算からとする。� （理事会承認）

　⑨�平成30年度総会は研修会と同時開催とし、６月
24日看護リハビリ新潟保健医療専門学校におい
て14時45分から17時までとする。

� （理事会承認）
　⑩�災害のガイドライン、マニュアルについては理

事会で承認を受ければ決定とする。
� （理事会承認）
　⑪�県士会として連絡網を作成する。（一施設一

人）管理者、災害、地域包括等全ての事項につ
いて使用するとしてメールやメルマガで情報が
伝えられるようにする。期間は12月までとし、
各年度毎に施設と個人のアドレスを登録し管理
者ネットワークを作成。自宅会員は基本入らな
いものとする。総会で会長がネットワークを作
成することを広報し、その後ブロックで作成す
ること。� （理事会承認）

　次回理事会　平成30年４月15日（日）新潟県理学
療法士会　事務局　にて開催
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平成30年度
公益社団法人　新潟県理学療法士会

第１回拡大理事会議事録

日　時：平成30年４月15日（日）　10：00〜16：50
場　所：新潟県理学療法士会事務所
出席者：�佐藤（成）、深川、中山、五十嵐、郷、風

間、堀川、大野、上路、高鳥、田中、飯
田、柳、松林、大島、小林、監事：太田、
佐藤（雅）　相談役　小林

（オブザーバー）ブロック長：松本、山本、諏訪　
災害リハ：小野塚　　障がい児・者：剱物
欠　席：高井、立石、棚橋
議　題

会長報告

・平成29年度の事業は順調に進められた。
・会長行動が報告� （理事会承認）
副会長報告

・各副会長行動が報告　� （理事会承認）
各部局平成29年度活動報告

（スポーツ活動支援部）　
・�協会より　協会よりスポーツ理学療法運営担当１

名、スポーツ推進協力者（一般枠４名、障がい者
スポーツ枠３名）を新潟県士会より推薦　

・活動報告� （理事会承認）
（就業支援部）
・�アンケートを集計した。個人情報をゆきわり草に

掲載するのはどうか等の意見があった。
　回答してくれた休会員への結果報告が必要
� （理事会承認）
（倫理委員会）
・マルチ商法への注意喚起をお願いしたい。
　他各部局・委員会活動報告� （理事会承認）
平成29年度決算報告

（財務部）
・決算報告� （理事会承認）
（平成29年度会計監査報告）
　日　時：平成30年４月８日　９：30～21：40
　場　所：新潟県理学療法士会事務所
　監査人：佐藤、太田（厚生連けいなん総合病院）
　県士会財務部：堀川（厚生連村上総合病院）、
　　　　　　　　小林（厚生連小千谷総合病院）

その他の報告

（協会組織運営委員会）
・�新生涯学習プログラムは延期し、平成34年からと

したい意向
・�会館建設について　六本木に土地購入済み　既存

の建物を壊して建て替える。
　平成32年完成予定
・�TOKYO2020について　PTとアスレティックト

レーナーで対応する。
　�オリンピックは国際大会の実績がある人、英会話

ができる人が基本ホストタウンとしてのサポート
をして欲しい。

　�パラリンピックは人材がたりないため、オリン
ピックに比べ厳しい規定はない。

　�（県士会として）ホストタウンはホームページに
掲載されているため確認をして行政と調整してい
く必要がある。� （理事会承認）

協議事項

各部局の今後の活動
（会長）
・管理者ネットワークを構築していく。
（リハビリテーション専門職協議会）
・�今年度の地域医療介護確保基金の事業で６職種

（P・O・S　薬剤師・栄養士・歯科衛生士）での
研修会を検討している。

・�今後は地域個別ケア会議等の職種派遣に関して、
リハビリテーション専門職協議会が委託を受ける
ことも協議していく。その場合、リハ専門職協議
会を法人化することも検討する必要がある。

� （検討事項）
・�リハ専門職協議会関連の会場利用料、電話代、コ

ピー代は支払ってもらうが、事務員の日当も業務
が増えれば検討する必要がある。

・�研修会については、リハ専門職協議会で一本化し
て地域医療介護確基金を使い、推進リーダー研修
については県士会予算を使う予定

（生涯学習部）
・103回研修会　６月24日（日）総会と同時開催
・新人研修会と管理者研修会を同時開催
　管理者研修初級は士会長の推薦が必要
・新生涯学習プログラムは平成34年に延期予定
� （理事会承認）
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（スポーツ支援部）
・８月11日　研修会開催予定　救急対応他
・�肘検診：新潟リハビリテーション病院山本医師の

声かけ　ボランティア対応　
� （理事会承認）
（就業支援部）
・アンケートの取り扱いについて
　�アンケート結果をホームページに掲載　休会の方

には郵送で報告する。　� （理事会承認）
（公益事業部）
・�高校生の職場見学：P・O・S合同で案内　７月23

日～８月10日　� （理事会承認）
（保険部）
・�診療報酬と介護報酬のQ&Aをホームページに掲

載
・�適時調査での指摘では、医師の記録が不十分との

指摘が多くなっている。
（上越ブロック）
・新人研修会は中越ブロックと合同開催
・部内会議で会員の連絡網を作成
（中越ブロック）
・�７月15日の介護予防・健康増進キャンペーンは内

容を上・中・下越でそれぞれ変えてもよい。
　メインタイトル「理学療法フェスティバル」
　サブタイトル「介護予防・健康増進キャンペーン」
　�日付、会場、内容（決定していれば）を入れてポ

スターを作成　　　　　� （理事会承認）
（下越ブロック）
・�研修会７月22日　新人研修会と合同開催　別枠で

笠井先生の講義� （検討事項）
（災害対策委員会）	
・上・中・下越で開催　佐渡の研修会を検討
（障がい児・者支援委員会）
・�小児リハビリマップを作成しホームページへ掲載

したい。
・他県の情報収集
・県士会の窓口を作って会員へ周知することが必要
� （検討事項）
（表彰委員会）
・永年勤続表彰：17名を総会で表彰
（総会）
・�６月24日（日）　看護リハビリ新潟保健医療専門

学校　看護棟５階　講堂　14：45～
　103会研修会と同時開催
・司会：風間　事務局報告：中山
・県学会の案内：小黒大会長または目崎準備委員長
・�新人会員で会員番号をもらってない人は、手続き

が終了していないため総会の決議には参加できず
後方の座席に移動していただく。

・会員数は総会資料の発送日の会員数とする。
・総会前理事会は10時30分から行う。
その他

・新人研修会と同時開催で管理者研修初級を開催
　�研修会に参加して欲しいと、士会長推薦を各施設

に名前を入れずに郵送する。
協会拡大運営協議会
・�新生涯学習システムは日本医師会の生涯学習シス

テムを参考に議論する。

　次回理事会　平成30年６月24日（日）10：30～　
看護リハビリ新潟保健医療専門学校
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学術局生涯学習部だより
学術局担当　髙　鳥　　　真

　会員の皆様には平素より学会・研修会の活動にご
理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 
　2018年も半年が経過しようとしています。今夏は

かなり暑くなる模様ですので、皆様、お身体に留意
してお過ごし下さい。
　さて、第27回新潟県理学療法士学会準備委員会で
は開催に向けて鋭意準備を進めているところです。
小黒孝夫大会長はじめ準備委員の方々にご尽力いた
だき、大会の大枠が固まりました。

会　　　期：2018年11月17日（土）・18日（日）
会　　　場：燕三条地場産業振興センターリサーチコア
学会テーマ：「理学療法は住民のもの～手をつないだ連携～」
大　会　長　小黒孝夫先生（厚生連三条総合病院）
準備委員長　目崎　保先生（岩室リハビリテーション病院）
準 備 委 員　�富所和美先生（三之町病院）、小海努先生（富永草野病院）、松宮健二先

生（済生会三条病院）、金子一雄先生（燕労災病院）
プログラム　特別講演　　　　　　備酒　信彦　先生（神戸学院大学）
　　　　　　運動器セミナー　　　林　　典雄　先生（運動器機能解剖研究所）
　　　　　　内部疾患セミナー　　森下慎一郎　先生（新潟医療福祉大学）
　　　　　　神経系セミナー　　　高村　浩司　先生（健康科学大学）
　　　　　　シンポジウム：「リハビリテーション部門でのICTの活用～手をつないだ支援～」
　　　　　　�主題指定演題発表，一般演題発表、ミニレクチャー、新人研修、管理者向け

研修、連盟企画研修、機器展示、新人歓迎会　など
　　　　　　市民公開講座　「�介護の要らない体づくり－地域住民と一緒に筋トレで足腰

を丈夫にする－」小林量作　先生（新潟医療福祉大学）

　例年に増して非常に中身の濃い学会になりそうです。会場は初の県央地区での開催とな
り、燕三条駅より徒歩５分と好立地な場所です。どうぞお楽しみに！

重　要！
　兼ねてよりご案内しております（公社）日本理学
療法士協会の新生涯学習システムは、さらに１年先
送りになり2022年４月から実施になります。
※�新制度開始時点（2022年４月） で新人教育プロ

グラム未修了者は、現新プロの履修済テーマは全
て失効扱いとなる可能性があります。すなわち、
未修了者は新制度のもと一から再履修となる予定
です。

※�認定理学療法士を目指されている方は、早めの取
得をおすすめします。

　今後、協会から詳しい制度の概要など説明があり
ます。協会、県士会からの郵送物を十分ご確認いた
だき、各自マイページで現在の生涯学習の履修状況
を把握して下さい。

☆研修会申込み後のキャンセルについて
　ご注意ください！ 研修会申込み後のキャンセル
については返金ができません。
　原則として参加承認後のキャンセルに伴う返金は
出来ません。また、参加費の支払いをせずに欠席さ
れた場合でもご入金頂く場合がございます。あらか

じめご了承ください。
　お申し込みに際しては、よく検討した上でお申し
込みくださいますようお願い致します。また、止む
を得ず欠席の場合は、キャンセル用アドレスからご
連絡頂きますと幸いに存じます。ご理解とご協力を
お願い致します。

 キャンセル専用アドレス：pt.gakujutu@gmail.com

○研修会DVDの貸出しについて
　　木戸病院　　江川　真司
　　E-mail：rehabilitation@kido-hp.com

○生涯学習（研修会･ポイント）関連のお問い合わせ
　　桑名病院　　田中　　健
　　E-mail：ken-pt@mail.goo.ne.jp

○学術誌関連のお問い合わせ　
　　新潟リハビリテーション病院　　立石　　学
　　E-mail：nirehp.m-tateishi@aiko.or.jp

○学術局全体のお問い合わせ
　　晴陵リハビリテーション学院　　髙鳥　　真
　　E-mail：takatori@seiryou-reha.ac.jp
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　新年度が明け、早２ヶ月が過ぎようとしていま
す。新緑が芽生え、気持ちのよい日が続いていま
す。今年度は、診療報酬・介護報酬のダブル改定
があり、臨床の場においてとても多忙な日々に追
われたことと思います。多忙なときこそ、立ち止
まって深呼吸。ゆとりを持って、よい年度になる
ことを日々願うばかりです。 （Y）

編集後記

◇メールマガジン（メルマガ）への登録をお願いします。
　当会では、会員への迅速な情報発信と、ペーパレス化
の実現に向けて、情報をメルマガに移行していきます。
　ホームページ右下の「メルマガ登録」をクリックし
ていただき、氏名・会員番号・メールアドレスを入力
していただくだけで、とても簡単できます。メルマガ
は会員に限定した情報を発信するため、入力の際はお
間違えのないようにお願いいたします。（※会員であ
ることが認証できない場合は、メルマガの配信を停止
いたします。）ご協力をお願いします。
　ホームページ：http://nipta.or.jp

◇職場紹介の掲載募集
　年4回発行している会員向けの広報誌「ゆきわり
草」に職場の紹介を掲載してみませんか？新規開設し
た施設や、新しい取り組みをしたなど、皆さんの職場
を会員に広報することができます。
　掲載をご希望される方や問い合わせは、下記まで
メールまたは電話にてご連絡ください。
　連絡先　新潟県理学療法士会　広報部
　　　　　松林　義人
　　　　　Mail：matsubayashi@nur.ac.jp
　　　　　TEL：0254-56-8292
 （新潟リハビリテーション大学　松林まで）

ゆきわり草　No.183

編集責任者　松　林　義　人

問い合せ先　新潟リハビリテーション大学
　　　　　　〒958-0053　村上市上の山2−16
　　　　　　TEL（0254）56−8292
　　　　　　FAX（0254）56−8291
　　　　　　E-mail：matsubayashi@nur.ac.jp

●保険部からのお知らせ● 新潟労災病院　大島　治
　平成30年度診療報酬、介護報酬の改定が行われ各施設におかれましては既に理学療法を開始してい
ることと思います。保険部では保険点数の改正に関する情報の発信と会員の問い合わせ事業を行ってい
ます。県士会ホームページに「診療報酬改定の要約」「介護保険改定の要約」をアップしています。是
非ご覧ください。保険点数等の問い合わせについては、すべてメールでお願いします。問い合わせ先は
下記のとおりです。
　また、ネットでは厚生労働省のQ＆Aや「PT-OT-ST.NET」http://www.pt-ot-st.net/　には情報が
たくさん載っていますのでご確認ください。
【医療保険】　新潟労災病院　大島　治　riha@niirou.jp
【介護保険】　総合リハビリテーションセンターみどり病院　　深川新市　fukagawa_shin1@yahoo.co.jp
※ 監査での指摘事項があれば会員で情報共有したいと思います。また、病院機能評価での指摘事項でも
構いません。情報はメールでお願いします。

●障がい児・者支援委員会よりお知らせ● 障がい児・者支援委員長　剱物　充
　今年度当委員会は石井（はまぐみ小児療育センター）、高橋（長岡療育園）、平岡（西新潟中央病
院）、正木（新潟医療福祉大学）、韮澤（晴陵リハビリテーション学院）と私（新潟市民病院）の計６
名で活動しております。現在、県内の小児領域における会員の活動状況を把握しながら、他士会の小児
関連部局の現状などを参考に今後の活動について講じているところですが、この度会員の皆様より委員
会に対する要望、意見などを募ることとなりました。医療機関や療育センターの現場、地域訪問、特別
支援学校関係、研修会など様々な内容が考えられます。今年度は紙ベースのアンケート調査を行う予定
です。また県士会HPの問い合わせフォームをご利用いただいても結構です。会員の皆様のご協力を賜り
ますよう、宜しくお願い申し上げます。

広報部ニュース


